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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　子宮内胎児発育障害児（intrauterine　growth　retar－

dation，　IUGR）は胎児仮死，出生後の中枢神経障害の

合併頻度が極めて高く，胎内での仮死発生の早期診断

と，胎内での蘇生が重要である．そこで，IUGR児にお

ける循環動態と母体酸素投与との関連を超音波パルス

ドップラー法を用いて，血管抵抗を示す指標として用

いられてきたpulsatility　index（PI）に加え，血流速

度を測定し低酸素症に伴う血流再分布，循環系の代償

不全の病態，母体酸素投与の効果等を検討した．

　対象および方法

　対象は，妊娠20～40週の正常発育胎児90例とIUGR

10例である．IUGRのうち心拍パターンにて低酸素性

所見を呈し，胎児仮死に陥り緊急帝王切開術を施行し

た6例を低酸素症に対する代償不全群とし，他の4例

は，低酸素性所見を呈さなかったので代償群と定義し

た．超音波パルスドップラー装置を用い，下行大動脈

（DA）と中大脳動脈（MCA）の収縮期最高血流速度

（Vs）と拡張期血流速度（Vd）およびPIを測定した．

母体酸素投与（Fio、　o．4）は，23～38週の正常発育胎

児10例とIUGR　10例に施行し，投与後10分間隔ごとに

DAとMCAのVs，　Vdを測定し検討した．さらに，

IUGR　10例においては，3時間連続投与と問歓投与（1

時間投与後1時間申止し再度1時間投与）の効果も検

討した．

　結果

　IUGR全例，正常発育胎児に比し，　DAのPIは高値

を，MCAのPIは低値を呈した．代償不全群は，妊娠

理数進行に伴いDAのVs，　Vdは減少を，MCAのVs，

Vdは増加し，心拍数の低酸素性所見を呈する約7日

前よりMCAのVs，　Vdは正常発育胎児の＋1．5SDを

越える急激な増加を呈した．代償群は，有意な血流速

度の変動を呈さなかった．

　母体酸素投与は，正常発育胎児のDA，　MCAのVs，

Vdに有意な変動を呈さなかったが，　IUGRの分娩前

3週では，全例が酸素投与後20～30分をピークにDA

のVs，　Vdは増加を，　MCAのVs，　Vdは減少を呈し，

50～60分後投与前値に復した．連続投与と間歓投与の

検討では，間歓投与にて再度有意な血流速度の変動を

認めた．さらに，代償不全群は，妊娠週数進行に伴い．

DA，　MCAの最大速度変化率の有意な減少を呈した

が，代償群では，有意な変動を呈しなかった．

　考察

　慢性低酸素症に対する代償不全群では，心拍数の低

酸素性所見を呈する約7日前よりMCAの血流速度の

急激な増加を呈し，脳血管抵抗の減少に加え血流速度

の増加が血流分配機構に関与することが考えられた．

　母体酸素投与は，胎児の循環動態が正常である場合

は，有意な影響を及ぼさないが，IUGRにおいては，一

時的に血流分配を改善する．また，代償不全群では，

一710一



105

低酸素症の進行に伴い酸素投与に反応する能力が減少

すると考えられた．投与方法の検討では，連続投与よ

り間歓投与がより有効と考えられた．

　結論

　パルスドップラー法による血流速度の測定は，胎児

低酸素症の重症度を予測する無侵襲の方法であり，代

償不全群で心拍数異常発現前に血流再分布が生じるこ

とを明らかにした．また，母体酸素投与は，分娩時の

急性低酸素症のみならず，慢性低酸素症にも有効な治

療法になると考えられた．

論　文　審　査　の　要　旨

　子宮内胎児発育障害（IUGR）は，分娩周辺期の死亡ばかりでなく，中枢神経機能の長期予後に強く影響す

る．特に妊娠中期発症型は予後が悪くその管理は，産科における最大の課題である．

　本論文は，中期発症型IUGRの循環動態ごとに，低酸素症のbrain　sparing　effectに伴う血流再分配を，低

酸素症の重症化と対応して解析し，循環不金の発症を1週間以上の早期に診断し，現在唯一の確実な治療法で

もある低濃度酸素吸入について，間歌投与法を確立した．学術上，極めて価値の高い業績である．
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